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巻頭言

　今回、委員会の活動や当院の事をみなさんに知ってもらう機会を頂き感謝いたします。
　総務委員会は会員全般と薬剤業務に関する事項及び福利厚生に関する事項となっていますが、まずは
具体的な活動内容を少々ご紹介させていただきます。
　活動の大きなものは石川県病院薬剤師会生涯研修認定制度のとりまとめを行っています。会員のみな
さんが研修会、講習会に参加して集めたシールや研修記録を専用の用紙に記録して総務委員会に提出さ
れたものを精査し不備などを確認した上で日本病院薬剤師会に提出しております。令和４年度分は109
名の申請がありました。これは石川県病院薬剤師会会員の約20％の数字であり多くの会員に利用してい
ただいています。研修会参加のモチベーションアップのためにぜひ利用していただければ幸いです。コ
ロナ禍で研修がオンラインのみとなり一時的に申請の数が減少したため時限措置として石川病薬主催の
シールを６枚必要から４枚必要へ減少としていましたが、オンライン研修になれてこられたのか申請さ
れる会員の先生方からは多くのシールが貼付されており時限措置はもう必要ないとの判断をさせていた
だき、今年度より６枚必要に戻させていただきましたのでご注意していただけたらと思います。また、
日本病院薬剤師会からの通達でこの生涯研修認定制度は一定の役割を終えたものとして令和７年度を
もって廃止し日病薬病院薬学認定薬剤師制度に１本化されることとなりました。石川病薬として委員会
として来年度以降の生涯研修認定制度の扱いを検討しているところですが結果について注視していただ
けたらと思います。
　その他、福利厚生の活動としてボウリング大会の規格・運営をしています。コロナ禍で2019年８月を
最後に長らく中止していましたが2023年９月に４年ぶりに開催しました。こちらは少ない参加費で豪華
な景品もあり、女性や小学生以下にはプラスハンデがあり、どなたも上位入賞の可能性があります。子
供連れの参加も多く、毎回40-50人参加していただき盛況となっています。昨今の物価上昇の影響もあ
り参加費アップも検討しましたがなんとか以前の参加費のまま行いました。会員同士の親睦や情報交
換、また日頃の運動不足の解消や家族サービスの場としてご活用ください。
　また、2021年度よりボウリング大会が開催できなかった時に代替企画として川柳大会を開催し始めま
した。こちらも好評であり過去２度の開催ですがボウリング大会以上の参加をしていただき、ボウリン
グ大会の課題であった能登地区・加賀地区や小さい施設の会員も多数参加していただいております。こ
ちらも会員、会員家族（大人の部）、会員家族（子供の部）と分けて開催し誰でも上位入賞できるよう
にし、多くの賞品も用意しました。こちらも施設の親睦、家族の団欒に利用していただけたらと思いま
す。今後はボウリング大会と川柳大会を毎年１回ずつ開催していきたいと考えております。

石川県病院薬剤師会　常任理事
総務委員長
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　　中　山　貴　央
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　また、コロナ禍前は北陸三県野球大会として石川・富山・福井チームが集まっての野球大会を行って
いました。来年度以降また再開していきたいと考えておりますので、開催されれば野球の経験を問いま
せんので気軽に参加をお願いします。
　以上が総務委員会の主な活動です。会員の方々に委員会活動の内容を知っていただくことで今後の行
事の参加者が増えることを願っております。
　また私が所属している小松ソフィア病院のことを少しだけ紹介させていただきますと、小松市沖町の
イオン新小松店の向かいにある48床の小病院ですが基本方針として「医療と介護と一体化し未病から看
取りまで地域の方々をささえます」「職種や部署にとらわれず、すべての職員が、患者さん、地域の方々
のご要望に迅速、的確にお答えします」などとあり、その通り小病院でありながらあらゆることを行っ
ています。
　その１つとして、イオン新小松店の中にソフィアテラスとして出店し、リハビリの部署が中心ですが
イオンウォーキングを行い毎回40人前後の方が参加しています。また、イベント時には薬剤師も参加し
お薬相談コーナーや子供向けに薬剤師体験を開催したりしています。ソフィアテラスの拡充のために医
療施設としては珍しくクラウドファンディングを行ったり、FMラジオで「ソフィアの風」というタイ
トルで毎回職員が出演していたりします。このように薬剤師も地域の薬剤師として院内だけではなく院
外でも活動を行っています。その一方で院内では抗がん剤治療に関わる事や終末期の患者に麻薬などの
調剤も行うこともあり、薬剤師の人数が少ないなか活動はどうしても幅広くなり、治療に関して専門的
知識が不足してきてしまいます。
　そこで総務委員会での福利厚生の活動を通して基幹病院のスタッフとのつながりをつくり、専門的な
知識が必要な際に情報共有させていただいております。
　ソフィア病院だけでなく中小病院の薬剤師は基幹病院の情報を必要としていると思います。その対策
としても多くの方に総務委員会の活動に参加していただき、スタッフ同士が連携し、今後の情報共有の
きっかけとしていただければ幸いです。
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